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1
、
は
じ
め
に

  

本
稿
で
は
西
大
寺
食
堂
院
跡
か
ら
出
土
し
た
文
字
資
料
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
り
、
延
暦
年
間
に
西
大
寺
の
食
堂
院
で
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
若
干
で
は
あ
る
が
推
定
し
て
み
た
い
。

2
、
西
大
寺
と
食
堂
院
跡
出
土
遺
物

　
西
大
寺
は
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
に
作
成
さ
れ
た
『
西
大
寺
資

財
流
記
帳
』
に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
孝
謙
天
皇

が
金
銅
四
王
像
を
造
ろ
う
と
発
願
し
寺
を
建
て
始
め
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る（

1
）。

藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
の
乱
に
際
し
て
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
二
月
に
は
佐
伯
今
毛

人
が
造
西
大
寺
司
長
官
に
任
じ
ら
れ
て
お
り（

2
）、

こ
の
こ
ろ
西
大
寺
の

本
格
的
な
造
営
が
行
わ
れ
は
じ
め
た
よ
う
だ
。

　
今
回
検
討
す
る
木
簡
を
は
じ
め
と
し
た
遺
物
は
西
大
寺
食
堂
院
に

作
ら
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
五
〇
か
ら
出
土
し
た（

3
）。

檜
皮
殿
と
大
炊
殿
の

間
に
位
置
し
た
こ
の
井
戸
は
井
籠
組
で
内
法
は
一
辺
二
・
三
ｍ
あ
り
、

五
段
残
存
し
て
い
た
が
、
井
戸
の
中
か
ら
倒
れ
た
も
う
一
段
の
井
戸

枠
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
最
低
六
段
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る（

4
）。

木
簡

の
他
に
も
奈
良
三
彩
や
製
塩
土
器
を
は
じ
め
と
し
た
土
器
、
瓦
、
箸
、

し
ゃ
も
じ
、
木
皿
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品（

5
）や

、
瓜
や
桃
の
種
・
栗
の

　
史
料
紹
介

　

西
大
寺
食
堂
院
跡
出
土
文
字
資
料
と
食
堂
院

　
　
　
　
　

浅
　 

野
　
　
啓
　 

介
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皮
・
胡
桃
の
皮
な
ど
の
植
物
遺
体
も
出
土
し
て
い
る（

6
）。

井
戸
か
ら
出

土
し
た
木
簡
は
延
暦
五
年
（
七
八
六
）
か
ら
延
暦
十
一
年
（
七
九
二
）

の
間
の
年
紀
が
あ
り
、
そ
の
中
で
は
延
暦
十
一
年
の
も
の
が
最
も
多

く
、
井
戸
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
そ
の
こ
ろ
に
一
括
し
て
捨
て
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

7
）。

ま
た
、
井
戸
枠
に
は
樹
皮
が
残
る
も

の
が
あ
り
、
年
輪
年
代
法
に
よ
り
そ
の
伐
採
年
代
は
七
六
七
年
晩
秋

か
ら
七
六
八
年
の
早
春
に
か
け
て
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（

8
）。

  

こ
の
木
簡
群
は
基
本
的
に
、
①
食
堂
院
に
食
材
を
進
上
し
て
い
る

木
簡
、
②
食
料
を
保
管
し
て
い
る
木
簡
、
さ
ら
に
③
そ
の
食
料
を
分

配
し
て
い
る
木
簡
に
分
け
ら
れ
る（

9
）。

そ
の
中
か
ら
本
稿
で
は
ま
ず
③

に
分
類
さ
れ
る
次
の
木
簡
の
内
容
を
検
討
し
た
い
。

3
、
伊
賀
栗
木
簡
の
検
討

〔
倉
　
人
ヵ
〕

・
飯
壱
升
　
　
伊
賀
栗
拾
使
間
食
料 

八
月
廿
七
日 

目
代
□
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
目
ヵ
〕

・「
□
□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
四
日
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
人

   

上
座
　
寺
主
　
可
信
　
　
　
　
□
　
　
　
□
　
□
□
　
　
　
」

（
裏
面
左
行
は
墨
書
で
囲
ん
で
抹
消
） 

　
　
　  395

・25

・6

　011 （
10
）

　
八
月
二
七
日
に
、
伊
賀
栗
を
拾
う
使
い
に
飯
一
升
を
支
給
し
た
木

簡
で
あ
る
。
裏
は
よ
く
読
め
な
い
が
、
八
月
四
日
の
日
付
で
上
座
・

寺
主
・
可
信
と
い
う
役
職
の
署
名
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
倉
人
が
収

支
を
検
査
す
る
役
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
裏
と
表
は
同
じ
よ
う
な
内
容

の
木
簡
で
あ
っ
た
ろ
う
。
裏
の
ほ
う
は
、
裏
に
し
た
と
き
の
右
側
は

文
字
が
一
部
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。八
月
四
日
に
裏
が
使
用
さ
れ
、

上
座
な
ど
の
行
は
墨
線
で
囲
ん
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木

簡
と
し
て
は
一
度
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
右
側
が

割
ら
れ
、
八
月
二
七
日
に
表
を
使
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
次
に
語
句
の
意
味
を
考
え
た
い
。「
飯
壱
升
」
で
あ
る
が
、
史
料

に
出
て
く
る
米
と
飯
に
つ
い
て
分
析
し
た
吉
野
秋
二
氏
に
よ
る
と
、

飯
は
米
を
炊
い
た
も
の
で
、
古
代
で
は
容
積
は
米
の
二
倍
に
な
る
よ

う
に
換
算
さ
れ
て
い
る（

11
）。

つ
ま
り
飯
一
升
は
米
五
合
に
あ
た
る
。『
延

喜
式
』
民
部
省
上
七
〇
条
に
は
匠
丁
や
仕
丁
が
京
か
ら
帰
る
際
の
一

日
分
の
食
料
は
「
米
一
升
、
塩
一
勺
」
な
の
で
、
こ
れ
と
比
べ
る
と

少
な
い
量
に
な
る
。
ち
な
み
に
一
升
と
い
う
の
は
現
在
の
約
四
合
で

あ
る（

12
）。

　「
間
食
」
は
一
般
的
に
朝
夕
二
度
食
以
外
の
食
事
と
考
え
ら
れ
て

い
る（

13
）。

食
堂
院
跡
出
土
の
木
簡
に
は
間
食
と
書
か
れ
た
木
簡
は
他
に
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も
あ
る
。

・
飯
弐
升
　
　
客
房
侍
倉
人
一
人
鎰
取
一
人
合
二
人
間
食
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
那
ヵ
〕 

三
月
五
日

　
寺
主
「
□
□
」
□
都
□
「
聞
円
」  

少
都
□

・ 

　「
銭
□
貫
文
　
少
寺
主

　
　
　
　
　
　 

而
　
　
　
而
□
□
□

　「
　
　
」　
　
　
　 
□
□
　
　
　
　
」　
　
　 291

・42

・2

　011

客
房
に
い
る
倉
人
一
人
と
鎰
取
一
人
に
間
食
と
し
て
飯
二
升
を
支
給

し
た
木
簡
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
人
一
升
ず
つ
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書

で
は
工
人
に
間
食
と
し
て
毎
日
米
が
二
升
支
給
さ
れ
て
い
た
り
、
女

性
に
は
一
升
あ
ま
り（

14
）支

給
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
日
分
の
給
料
だ

ろ
う
。
米
二
升
が
一
日
の
給
料
と
し
た
場
合
、
つ
ま
り
飯
に
す
る
と

四
升
だ
か
ら
、
こ
の
西
大
寺
食
堂
院
木
簡
の
間
食
は
こ
れ
ら
よ
り
も

量
が
少
な
い
。
間
食
と
い
う
文
言
は
食
堂
院
か
ら
削
屑
で
も
出
土
し

て
い
る
か
ら（

15
）、

食
堂
院
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
時
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に

間
食
と
し
て
食
料
を
支
給
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
食
堂

院
木
簡
の
間
食
と
い
う
の
は
一
日
の
弁
当
代
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
次
に
「
伊
賀
栗
拾
使
」
に
つ
い
て
だ
が
、『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』

に
よ
る
と
伊
賀
国
名
張
郡
に
西
大
寺
の
栗
林
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
す
る
と
西
大
寺
か
ら
名
張
に
栗
拾
い
を
行
く
際
に
ご
飯
を
支
給

さ
れ
た
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
西
大
寺
か
ら

名
張
ま
で
は
直
線
距
離
で
も
三
〇
キ
ロ
近
く
あ
り
、
歩
く
と
七
〜
八

時
間
か
か
る
の
で
、
行
っ
て
帰
っ
て
計
一
日
、
作
業
半
日
と
し
て
も
、

計
二
日
弱
は
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
「
飯
一
升
」
は
一
日
の
路

粮
と
し
て
は
少
な
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
名

張
郡
に
所
在
し
た
栗
林
ま
で
栗
拾
い
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
は
少
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
る
と
、
い
が
の
つ
い
た
栗
で
あ
る
可

能
性
も
出
て
く
る
。
以
下
こ
ち
ら
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
述
べ
て

い
き
た
い
。

　
九
世
紀
末
成
立
の
『
新
撰
字
鏡
』
に
は
「

」
の
こ
と
を
櫟
の
実

で
あ
る
と
書
か
れ
、万
葉
仮
名
で
「
久
利
乃
伊
加
」
と
読
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
毬
栗
が
当
時
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
室
町
時
代
の
史
料
だ
が
、『
お
湯
殿
上
の
日
記
』
文
明
九
年
（
一

四
七
七
）
閏
正
月
三
日
条
に
は
「
き
た
の
こ
う
ち
殿
御
く
り
の
い
か

み
や
の
御
か
た
へ
と
て
ま
い
ら
る
る
」
と
あ
り
、
北
野
小
路
殿
が
宮

の
御
方
へ
栗
の
い
が
を
進
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
世
紀
に
成
立
し

た
と
見
ら
れ
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
楼
の
上
上
に
は
、「
院
よ
り
、
白

銀
の
鬚
籠
（
ひ
げ
こ
）
二
十
、
白
銀
、
黄
金
し
て
、
若
栗
、
松
の
実
、

榧
、
棗
な
ど
作
り
入
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
宮
の
御
も
と
に
、
…
」
と

あ
り
、
朱
雀
院
か
ら
、
銀
製
の
鬚
籠
二
十
個
に
、
銀
や
金
で
作
っ
た
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若
栗
、
松
の
実
、
榧
の
実
、
棗
の
実
な
ど
を
入
れ
さ
せ
て
、
女
一
宮

の
と
こ
ろ
へ
、
送
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
貴
族
の
贈
答
品

と
し
て
若
栗
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
若
栗
と
い
う
の
は
、『
小

学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
注
釈
（
四
九
四
頁
）
に
よ
る
と
、
緑

色
の
い
が
に
入
っ
た
栗
の
こ
と
を
指
す
そ
う
で
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く

毬
栗
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
平
安
後
期
（
十
一
世
紀
中
頃
）
成
立

の
『
能
因
歌
枕
』
に
は
、
八
月
の
歌
枕
と
し
て
「
い
が
ぐ
り
」
が
出

て
く
る
。
今
検
討
し
て
い
る
木
簡
が
八
月
末
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と

対
応
す
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
京
都
（
山
城
国
）
の
地
誌
『
雍

州
府
志
』（
黒
川
道
祐
撰
、
六
土
産
　
茅
栗
）
に
は

　
　
不
レ
脱
二
其
毛
毬
一
謂
二
伊
賀
栗
一
。
倭
俗
毛
毬
謂
二
伊
賀
一
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
毬
栗
の
こ
と
を
伊
賀
栗
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
し
か
も
『
雍
州
府
志
』
に
よ
れ
ば
、
九
月
初
旬
に
栗

を
山
林
に
取
り
に
行
っ
て
お
り
、
こ
の
木
簡
の
日
付
八
月
二
七
日
と

近
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
毬
栗
を
拾
い
に
行
っ
て
い
る
の
に
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
前
期
の
書
物
で
あ
る
『
本
朝
食
鑑
』
二（

16
）に

よ
れ
ば
、
苞
（
い
が
）
が
ま
だ
裂
け
ぬ
う
ち
に
採
取
し
た
も
の
は
腐

り
や
す
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
推
測
に
な
る
が
、
西
大
寺
で
は
秋
の

季
節
を
感
じ
る
た
め
に
毬
栗
を
拾
い
に
行
か
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

4
、
伊
賀
栗
木
簡
と
食
堂

　
古
代
の
食
堂
を
検
討
し
た
吉
川
真
司
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
寺
院
の

食
堂
は
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い
う
共
食
儀
礼
を
軸
に
し
て
、
寺
僧

集
団
の
秩
序
を
維
持
す
る
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

17
）。

例
え
ば
、

平
安
時
代
の
史
料
で
は
あ
る
が
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
二
年

（
八
五
二
）
三
月
丁
丑
条
に
「
詔
。
諸
大
寺
、
起
二
四
月
一
日
一
、
迄
二

八
月
卅
日
一
、
衆
僧
食
時
、
同
集
二
食
堂
一
、
各
読
二
大
般
若
経
一
卷
一
、

以
攘
二
水
旱
之
災
一
。
永
為
二
歳
事
一
。」
と
あ
り
、こ
れ
が
『
延
喜
式
』

玄
蕃
寮
（
六
六
八
頁
）
の
「
凡
東
大
、
興
福
、
元
興
、
大
安
、
薬
師
、

西
大
、法
隆
、新
薬
師
、招
提
、本
元
興
、弘
福
、四
天
王
、崇
福
、東
、西
、

法
華
、
梵
釈
等
諸
大
寺
僧
尼
、
毎
年
自
二
四
月
一
日
一
迄
二
八
月
卅

日
一
、
食
時
便
於
二
食
堂
一
各
読
二
大
般
若
経
一
巻
一
。」
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
四
月
か
ら
八
月
は
毎
日
の
食
堂
で
の
食
事
の
際
は
、

大
般
若
経
を
読
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
貞
観
十

年
（
八
六
八
）
に
作
ら
れ
た
『
禅
林
寺
式
』（『
平
安
遺
文
』
一
五
六
）

第
一
条
に
よ
れ
ば
「
受
法
之
人
、
依
レ
例
可
レ
修
二
三
時
之
念
誦
一
。

晝
須
下
早
打
二
齋
鍾
一
、
衆
集
二
食
堂
一
、
維
那
為
二
導
師
一
、
先
読
二

ム
経
各
々
一
巻
一
、
相
続
受
上
レ
食
。」
と
あ
り
、
昼
に
齋
の
合
図
の

鐘
が
鳴
り
、
食
堂
に
僧
が
集
ま
り
、
都
維
那
を
導
師
と
し
て
ま
ず
某
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経
を
一
巻
読
み
、
相
次
い
で
食
事
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
記
主

の
真
紹
は
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
は

限
ら
な
い
が
、
当
時
の
食
堂
は
、
僧
が
お
経
を
読
み
食
事
を
す
る
場

所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
ど
ん
な
も
の
が
食
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、
十
二
世
紀
初
め

に
成
立
し
た
『
東
大
寺
要
録
』（
諸
会
章
第
五
）
に
よ
る
と
、
東
大

寺
で
は
、
正
月
の
礼
拝
、
三
月
三
日
・
五
月
五
日
・
九
月
九
日
の
節

供
、
十
二
月
八
日
の
温
室
節
な
ど
で
食
堂
が
使
用
さ
れ
て
お
り
（
一

二
一
頁
〜
）、
そ
こ
で
は
、
三
月
三
日
に
は
干
飯
・
餅
・
酒
、
五
月

五
日
に
は
大
粽
・
酒
・
饂
飩
、
九
月
九
日
に
は
干
飯
・
酒
・
餅
・
栗
・

豆
、
温
室
節
に
は
干
飯
・
酒
・
饂
飩
・
芋
子
・
餅
な
ど
で
食
材
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る（

18
）。

特
に
九
月
九
日
の
節
供
で
栗
が
使
用
さ
れ
て

い
る
の
に
注
目
し
た
い
。

　
先
に
、
腐
り
や
す
い
毬
栗
を
わ
ざ
わ
ざ
拾
い
に
行
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
が
、
こ
れ
は
食
堂
で
僧
た
ち
が
食
す
る
た
め
に
拾
い
に
行
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
堂
で
の
食
事
は
お
そ
ら
く
整
え
ら
れ
た

も
の
で
、
西
大
寺
の
場
合
は
給
仕
を
す
る
手
長
も
い
た（

19
）。

栗
だ
け
を

食
べ
る
の
で
は
な
く
、
季
節
感
を
感
じ
る
た
め
に
毬
を
つ
け
た
状
態

で
食
膳
に
供
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

5
、「
同
法
」
と
食
堂

　
出
土
文
字
資
料
群
で
他
に
寺
院
と
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と

い
え
ば
、「
同
法
」
が
あ
る（

20
）。

曲
物
の
底
板
に
「
同
法
」
と
記
さ
れ

た
も
の
が
あ
る
ほ
か
に
、
墨
書
土
器
に
も
「
同
」「
同
法
」
と
記
さ

れ
た
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
字
が
書
か
れ
た
土
器
は
皿

が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る（

21
）。

ま
た
、隣
接
し
た
地
区
の
調
査
で
も
「
同

法
所
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る（

22
）。

　
同
法
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
同
じ
修
行
を
す
る
集

団
」
で
あ
る
。
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
に
作
成
さ
れ
た
「
多
度
神

宮
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
」（『
平
安
遺
文
』
二
〇
）
に
よ
れ
ば
、
一
五

九
〇
束
の
稲
の
う
ち
、「
同
法
阿
弥
陀
悔
過
料
」
と
し
て
五
四
〇
束

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
同
法
が
阿
弥
陀
悔
過
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と

と
考
え
ら
れ
、他
に
比
べ
て
多
量
の
稲
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
な
り
に
大
規
模
な
儀
式
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
東
大
寺
に
は

十
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
同
法
供
が
あ
り
、
こ
れ
は
講
堂
で
行
わ

れ
天
延
元
年
（
九
七
三
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

23
）。

一
緒
に

修
行
し
た
同
法
を
供
養
す
る
た
め
の
儀
式
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
先
に
引
用
し
た
『
禅
林
寺
式
』
第
一
条
に
は
、
別
の
部

分
に
「
又
入
レ
堂
之
時
、
須
下
自
二
東
腋
戸
一
入
者
、
即
自
二
東
第
一
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戸
一
而
入
、
自
二
西
腋
戸
一
入
者
、
亦
自
二
西
第
一
戸
一
而
入
上
。
出

時
亦
爾
。
不
レ
得
下
自
二
正
中
戸
一
而
出
入
上
。
若
有
二
違
制
一
者
、

同
法
見
者
、
登
時
禁
止
、
不
レ
得
二
阿
容
一
。」
と
あ
る
。
食
堂
に
入

る
時
、
東
腋
戸
か
ら
入
る
時
は
、
東
の
第
一
戸
か
ら
入
り
、
西
腋
戸

か
ら
入
る
時
は
西
の
第
一
戸
か
ら
入
る
べ
き
で
あ
る
。
出
る
時
も
ま

た
同
じ
で
あ
る
。
真
ん
中
の
戸
か
ら
出
入
り
す
べ
き
で
は
な
い
。
も

し
違
反
す
る
者
が
い
て
同
法
が
こ
れ
を
見
た
ら
、
す
ぐ
に
禁
止
し
許

し
て
は
い
け
な
い
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
僧
ら
が
同
法
と
し
て
食
堂

に
一
緒
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
同
法
は
同
じ
修
行
を
す
る
集
団
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
宗
教
儀
式
を
執
り
行
う
集
団
で
も
あ
っ
た
。
食
堂
院
に
同
法
と

書
か
れ
た
皿
が
多
く
出
土
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層

に
い
る
僧
が
同
法
と
い
う
一
つ
の
集
団
と
し
て
食
事
を
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
吉
川
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、
古

代
寺
院
の
食
堂
が
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い
う
共
食
儀
礼
を
軸
に
し

て
、
寺
僧
集
団
の
秩
序
を
維
持
す
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
と
考

え
ら
れ
る
。

6
、
お
わ
り
に

  

本
稿
で
は
、
西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
か
ら
出
土
し
た
文
字
資
料
の

一
部
を
検
討
し
て
、
文
字
資
料
群
と
食
堂
の
関
係
を
述
べ
て
き
た
。

伊
賀
栗
木
簡
か
ら
は
、
食
堂
で
栗
を
食
し
て
お
り
、
そ
の
栗
は
毬
栗

と
し
て
食
卓
に
あ
が
り
、
そ
の
栗
は
西
大
寺
の
近
辺
で
拾
わ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
ま
た
、「
同
法
」
と
書
か
れ
た
土
器
や
曲

物
か
ら
は
、
そ
の
文
字
自
体
が
食
堂
で
の
共
食
儀
礼
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ど
ち
ら
も
西
大
寺
食
堂
院
で
生
き
た
人
々

の
営
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
特
徴
的
な
遺
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
出
土
の
遺
物
は
、
遺
構
と
直

結
し
た
極
め
て
希
有
な
例
で
あ
る
と
思
う
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は

わ
ず
か
だ
が
、
今
後
も
検
討
を
続
け
た
い
と
考
え
る
。

注（
1
）
西
大
寺
に
つ
い
て
は
太
田
博
太
郎
「
西
大
寺
」『
南
都
七
大
寺
の
歴
史

と
年
表
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
）
や
、
佐
藤
信
編
『
西
大
寺
古
絵

図
の
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
を
参
照
し
た
。
資
財
帳

の
釈
文
は
『
西
大
寺
古
絵
図
の
世
界
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
二
月
戊
申
条
。

（
3
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
西
大
寺
食
堂
院
・
右
京
北
辺
発
掘
調
査
報
告
』
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二
〇
〇
七
。
一
六
頁
。

（
4
）
同
十
頁
。

（
5
）
同
三
五
頁
。

（
6
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
西
大
寺
食
堂
院
の
井
戸
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
六
。

（
7
）『
西
大
寺
食
堂
院
・
右
京
北
辺
発
掘
調
査
報
告
』
十
七
頁
。

（
8
）
同
四
三
頁
。

（
9
）
同
十
七
頁
。

（
10
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十
八
）』
四
〇
号
木
簡
。

（
11
）
吉
野
秋
二
「
古
代
の
「
米
」
と
「
飯
」」
大
和
を
歩
く
会
編
『
古
代
中

世
史
の
探
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
。
九
七
頁
。

（
12
）
松
嶋
順
正
「
正
倉
院
宝
物
よ
り
見
た
奈
良
時
代
の
度
量
衡
」『
正
倉
院

よ
も
や
ま
話
』
学
生
社
、
一
九
八
九
。
八
四
頁
。

（
13
）
関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
。

四
三
四
頁
。

（
14
）『
大
日
本
古
文
書
』
一
六
巻
、
二
五
頁
。

（
15
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十
九
）』
二
一
五
号
木
簡
。

（
16
）
東
洋
文
庫
。
二
八
頁
。

（
17
）
吉
川
真
司
「
古
代
寺
院
の
食
堂
」
栄
原
永
遠
男
・
西
山
良
平
・
吉
川

真
司
編
『
律
令
国
家
史
論
集
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
。
四
六
七
頁
。

（
18
）『
東
大
寺
要
録
』
巻
五
諸
会
章
之
餘
「
年
中
行
事
支
度
　
寛
平
年
中
日

記
」
一
三
九
頁
〜
。

（
19
）『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
三
十
九
）』
一
六
二
号
木
簡
。

（
20
）『
西
大
寺
食
堂
院
・
右
京
北
辺
発
掘
調
査
報
告
』
三
五
頁
。
ま
た
、「
Ｓ

Ｅ
９
５
０
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
一
覧
」（
同
二
九
頁
）
に
よ
っ
て
、

僧
に
関
係
す
る
墨
書
土
器
の
点
数
を
挙
げ
て
み
る
と
、「
同
法
」
一
点
、

「
同
」
九
点
、「
弥
」（「
西
大
寺
弥
」）
二
点
、「
綱
」
二
点
、「
衆
」
一

点
（
す
べ
て
釈
読
が
確
定
で
き
る
も
の
）
で
あ
り
、「
同
」
が
圧
倒
的

に
多
い
。

（
21
）
同
二
八
頁
。

（
22
）（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
『
平
城
京
右
京
一
条
三
坊
一
坪
』
二
〇

〇
八
。
Ｓ
Ｅ
二
三
〇
出
土
。
三
五
頁
。
こ
の
土
師
器
皿
は
九
世
紀
後

半
頃
の
製
品
と
の
こ
と
で
あ
る
（
七
七
頁
）。

（
23
）『
東
大
寺
要
録
』
巻
五
諸
会
章
。




